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①研究の動機 
現代の高校生は、対人関係の悩みが多いと感じ
る。そのような悩みを抱えた人に少しでも楽になっ
てもらうために、相談できる環境づくりを考えたいと
思った。 

③研究方法 
①アンケート作成 
対象　　延岡高校の全校生徒 
質問内容　 
①何の対人関係での悩みが多いか 
(家族、学校の友達、部活の友達、先生、上下関係) 
②誰に相談しているか 
(家族、友達、先生、誰にも相談しない) 
②アンケート結果をまとめる 
③結果を考察し、スクールカウンセラーの方にアド
バイスをもらう。 
④③を基に、悩みを相談しやすい環境づくりにつ
いてまとめる 

 
 
 

②仮説 
・対人関係の悩みで最も多いのは、友人間での悩
みである 
・友達に相談する人が多い 

 
アンケートから、どの学
年も学校の友達関係で
悩んでいる人が多いこと
がわかる。
→共に過ごす時間が多
い分悩みも増える。

母数 子数 パーセント

男子 289 104 35.98…

女子 333 181 54.35…

全体で見ると男子より女
子の方が悩みを抱えて
いる人が多い。
→女子の方が気にする
人が多い。
男子は対人関係ではな
い別の悩みを抱えてい
るかもしれない。

机

先生

生徒

対角線上に座る
→心にゆとりができ、話しやすくなる。
※正面で話してしまうと上下関係を強く感
じてしまい、話しにくくなる。

生徒 生徒 ベンチは横に座って話すことがで
きる。
→相談しやすい環境が増える。
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⑤結果と考察
○学年別悩みの対象○ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

     

 

 

 

◯悩みを相談しやすい環境作り◯ 

  カウンセリング時の配置 

 

 

 

 

ベンチの設置 

 

 

 

 

 

 

ベンチ

⑥結論 
学校で悩みを解決できるような環境を作る。 
学校は、友達と過ごす時間が多い 
→友達に相談しやすい環境づくり 

    ベンチの活用 
ベンチの座る配置の特徴は、心の距離が近くなるよう
な配置である。 
ベンチがみじかにあるものである。 
 
悩みを相談できない人が少しでも悩みを相談できる場
になればいいと思う。 

◯相談相手◯ 

1年 2年 3年

家族 22.13% 25.88% 31.37%
友達 28.24% 32.94% 43.13%
先生 1.5% 2.35% 0%
相談しない 48.09% 38.82% 25.49%

◯悩みを相談しやすい環境作り◯ 

対角線上に座る 
→心にゆとりができ話しやすくな
る。 
※正面で話してしまうと上下関係
を強く感じてしまい、話しにくくな
る。 
 
 

机

生徒 生徒

生徒

先生

生徒同士で相談をする場合 
→並列で座った方が心の距離が縮
まり、プレッシャーを感じにくい 

全体的に見ると、相談しない人が多い。 
3年生で相談しない人が減っているのは、成長するにつれて悩みが明
確になる傾向があり、相談する内容がはっきりわかるから。 

アンケートから、どの学年も学校の
友達関係で悩んでいる人が多いこ
とが分かる。 
→共に過ごす時間が多い分悩みも
増える。 

④定義 
⑤の結果より、友人関係の悩みに焦点を当てて考えると
する。よって、相談相手についても友人関係の悩みの場
合のみとする。 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